
Cisco Emergency Responder の計画

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）は、緊急コールに効率的に応答したり、緊急
コールの処理について地方自治体の規定を順守したりできるように、テレフォニーネットワー

クで緊急コールを管理するのに役立ちます。北米では、その法令は、「Enhanced911（E911）」
と呼ばれています。同様の規定が他の国やロケールに存在します。

緊急コールの規定は、国、地域、州、あるいは都市圏においても場所によって異なることがある

ため、Emergency Responderは、緊急コール設定を特定のローカル要件に適合させるための柔軟
性を備えています。ただし、規定が場所ごとに異なり、セキュリティ要件が企業ごとに異なる

ため、法的ニーズおよびセキュリティニーズに適合するように、Emergency Responderを配置す
る前に入念な計画と調査を行う必要があります。

この章の構成は、次のとおりです。

• Enhanced 911（E911）について, 1 ページ

• Cisco Emergency Responderについて, 4 ページ

• ネットワークの準備, 22 ページ

• Emergency Responder用のスタッフの準備, 25 ページ

• Emergency Responderの配置, 25 ページ

• ワイドエリアネットワークでのローカルルートグループの設定, 37 ページ

Enhanced 911（E911）について
Enhanced 911（E911）は、北米の標準的な緊急コールである基本型 911の拡張版です。次の各項
では、E911の要件および用語について説明します。

Enhanced 911 の要件の概要
Enhanced 911（E911）は、標準的な緊急コールである基本型 911を拡張し、信頼性をさらに高め
たものです。
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北米で基本型 911を使用している場合、発信者が 911をダイヤルすると、コールが Public Safety
Answering Point（PSAP）にルーティングされ、911オペレータが呼び出されます。 PSAPは発信
者と話をし、警察、消防署、または救急車チームの派遣などの、適切な緊急応答を手配します。

E911では、次の要件に基づいてこの標準が拡張されています。

•発信者のロケーションに基づいて緊急コールをローカル PSAPにルーティングする必要があ
る。（基本型の 911では、コールは任意の PSAPにルーティングされる必要があるだけで、
必ずしもローカル PSAPにルーティングされるわけではありません）。

•発信者のロケーション情報を緊急オペレータの端末に表示する必要がある。この情報は、自
動ロケーション情報（ALI）データベースを照会することによって取得されます。

E911では、発信者のロケーションは緊急ロケーション識別番号（ELIN）によって特定されます。
これは、緊急コールが切断された場合、またはPSAPが発信者と再度話す必要がある場合に、PSAP
が緊急発信者に再度連絡を取るためにダイヤルできる電話番号です。緊急コールは、この番号に

関連付けられたロケーション情報に基づいて PSAPにルーティングされます。オフィスシステム
などのマルチラインの電話システムの場合、電話機を緊急応答ロケーション（ERL）にグループ
化することで、複数の電話機をELINと関連付けることができます。この場合、PSAPが受信する
ロケーションはオフィスビルの住所となります。大規模なビルの場合は、このロケーションに、

フロアやフロア上の領域などの追加情報が含まれます。各 ERLには、一意の ELINが必要です。

これらの一般的なE911の要件に加え、地域ごとにこれらの要件をさらに広げたり、抑えたりする
ことができます。たとえば、都市の規定において、ERLのサイズ（7,000平方フィートを超えな
いなど）、ERLに設置できる電話機の台数（48台を超えないなど）について特定の制限が含まれ
ている場合があります。サービスプロバイダーおよび地方自治体と連携して、エリアに適切な

E911の要件を決定します。

関連トピック

E911と Cisco Emergency Responderの用語, （2ページ）
Cisco Emergency Responderについて, （4ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語
次のリストには、このマニュアルに使用される重要な用語の一部が定義されています。

ALI

自動ロケーション情報。これはELINをロケーションに結び付ける情報です。この情報を使
用して、緊急コールがその ELINから正しいローカル PSAPにルーティングされます。この
情報はPSAPに表示され、PSAPで緊急の発信者を探すのに役立ちます。EmergencyResponder
では、ERLごとにALIデータを入力し、ALIデータベースに含めるためにALIデータをサー
ビスプロバイダーに送信します。

ANI

自動番号識別。ANIは、ELINの別名です。このマニュアルでは、ANIの代わりに ELINを
使用します。
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CAMA

集中型自動メッセージアカウンティング。公衆電話機交換網（PSTN）を迂回して、E911
選択ルータに直接接続されるアナログ電話トランクです。

DID

直通社内通話。電話ネットワークへのダイヤルインに使用できる、サービスプロバイダー

から取得された電話番号です。 DID番号は、ELINに使用されます。

ELIN

Emergency Location Identification Number（緊急ロケーション識別番号）。これは、緊急コー
ルをローカル PSAPにルーティングする電話番号です。PSAPは、この電話番号を使用して
緊急の発信者にコールバックできます。緊急コールが切断された場合、または緊急コール

を通常どおり終了した後に PSAPが追加情報を必要とする場合、PSAPはこの番号が必要に
なることがあります。 ALIを参照してください。

緊急コール

911などの現地の緊急番号に発信されるコール。 Emergency Responderによって、コールが
サービスプロバイダーのネットワークにルーティングされ、そこからコールがローカル

PSAPにルーティングされます。

緊急発信者

緊急コールを発信する人。発信者は、個人的な緊急に助けを求めたり、一般的な緊急（火

災、盗難、事故など）を報告したりします。

ERL

Emergency Response Location（緊急応答ロケーション）。これは、緊急コールの発信元エリ
アです。 ERLは、必ずしも緊急のロケーションであるとは限りません。緊急の発信者が一
般的な緊急を報告した場合、実際の緊急が別のエリアであることがあります。 Emergency
Responderでは、スイッチポートおよび電話機をERLに割り当てます。ERL定義にALIデー
タが含まれています。

ESN

緊急サービス番号。

ESZ

緊急サービスゾーン。特定の PSAPによってカバーされるエリアです。このエリアには通
常、複数の警察署と消防署が含まれます。たとえば、都市とその郊外は1つのPSAPによっ
てカバーされる可能があります。

各 ESZには、識別するために一意の ESNが割り当てられます。
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MSAG

マスター住所録。これは、緊急コールを正しい PSAPに正確にルーティングできる ALIの
データベースです。 Emergency Responderで、ALI定義をエクスポートし、MSAGの更新を
確認するサービスプロバイダーにその定義を送信します。このサービスをサービスプロバ

イダーとネゴシエートする必要があります。このサービスは、Emergency Responderを介し
て直接提供されるサービスではありません。

NENA

National Emergency Number Association。ALI定義のデータ形式およびファイル形式、および
米国におけるその他の緊急コール要件を推奨する組織です。EmergencyResponderでは、ALI
データのエクスポートファイルに NENA形式を使用します。ご使用のサービスプロバイ
ダーでデータ形式に制限が追加されている可能性があるため、それぞれのサービスプロバ

イダーの規定に ALIエントリが準拠していること確認します。

PSAP

Public Safety Answering Point。 PSAPは、緊急コールを受信する組織（たとえば、911オペ
レータ）です。PSAPには、緊急コール処理の訓練を受けたスタッフが配置されます。PSAP
は緊急発信者と話をし、適切な公共サービス組織（警察、消防署、救急車など）に緊急事態

とそのロケーションを通知します。

関連トピック

Enhanced 911の要件の概要, （1ページ）
Cisco Emergency Responderについて, （4ページ）

Cisco Emergency Responder について
次の各トピックでは、Emergency Responderの概要と、ネットワークで Emergency Responderを使
用する方法について説明します。

機能

Emergency Responderの主な新機能および拡張機能を次に示します。

• WANを介した Unified CMクラスタリングのサポート

• 40,000個の Unified CMエンドポイントのサポート

•オンサイトアラートにおける発信者表示名

•追加のエンドポイント、LANアクセススイッチおよび Unified Computing System (UCS) /
VMwareプラットフォームとの互換性

Emergency Responderでサポートされているハードウェアとソフトウェアの詳細なリストについて
は、『Release Notes for Cisco Emergency Responder』を参照してください。
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ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの要件

EmergencyResponderでは、さまざまなハードウェアおよびソフトウェアコンポーネントがサポー
トされています。サポートされているハードウェアとソフトウェアの完全なリストについては、

『Release Notes for Cisco Emergency Responder』を参照してください。このマニュアルは、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps842/prod_release_notes_list.htmlにあります。

ライセンス

Emergency Responder 9.0では、初期インストールのため、またはアップグレードの実行のために
ライセンスキーは必要ありませんが、新規インストールまたは以前のリリースの Emergency
Responderからのアップグレードから 60日以内に新しいサーバライセンスをインストールする必
要があります。新しいEmergencyResponderメジャーバージョンのサーバライセンスは、Emergency
Responderソフトウェアを注文することによってのみ入手できます。

ライセンス供与されていないEmergencyResponder 9.0ソフトウェアは、評価モードで、インストー
ル後 60日間、電話機 100台のキャパシティで通常どおり使用することができます。評価モード
で 60日が過ぎると、サーバは動作しなくなります。追加のユーザライセンスは、サーバライセ
ンスをインストールしてから有効になります。

Emergency Responderを以前のメジャーリリースからリリース 9.0にアップグレードすると、以前
のサーバライセンスは無効になります。以前のユーザライセンスは引き続き有効ですが、新し

いサーバライセンスがアップロードされた場合にのみ有効になります。

インストールまたはアップグレード後 60日以内に新しいサーバライセンスをインストールし
ないと、Emergency Responder 9.0システムはシャットダウンされます。

警告

EmergencyResponderでサポートされるすべてのUnifiedCMクラスタで制御されるすべてのエンド
ポイント（ハード IP Phone、IP Softphone、アナログ電話機など）について、ユーザライセンスを
購入する必要があります。Unified CMクラスタ内のエンドポイントの一部のみへのライセンス付
与は、サポートされていません。

Cisco Emergency Responderですべての Unified CMエンドポイントに対してはユーザライセン
スがない場合、アラートおよび警告が表示される場合がありますが、Emergency Responderは
正しく機能します。

（注）

Emergency Responder 9.0では、製品ライセンスの配布にWebベースのシステムを使用します。
Emergency Responder製品を Cisco.comWebサイトで登録すると、サーバライセンスを含むファイ
ルが、電子メールにテキストファイル形式で添付されて送信されます。

ライセンス要件

サーバライセンスの場合：
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• Emergency Responderグループ内のサーバ（プライマリおよびセカンダリ）ごとにサーバラ
イセンスを取得するには、サーバソフトウェアを注文します。サーバソフトウェアの 2つ
のコピーをまとめて注文すると、2つのノードを備えたサーバグループに対して 1つのサー
バライセンスを取得できます。 Emergency Responderソフトウェアの追加のコピーを個別に
注文することによって、既存の Emergency Responderグループにセカンダリサーバを追加で
きます。

•パブリッシャサーバとサブスクライバサーバ間では、サーバライセンスを共有できません。
既存のEmergencyResponderグループにセカンダリサーバを追加するには、EmergencyResponder
ソフトウェアのコピーを個別に注文する必要があります。

ユーザライセンスの場合：

• Emergency Responderグループごとに 1つ以上（必要に応じて）のユーザライセンスを注文
します。

•各 Emergency Responderグループ内のパブリッシャサーバとサブスクライバサーバ間でユー
ザライセンスを共有できます。

• EmergencyResponderユーザライセンスをEmergencyResponderクラスタ内の異なるEmergency
Responderグループ間で、または異なる Emergency Responderクラスタ間で共有することはで
きません（クラスタの詳細については、Emergency Responderのクラスタおよびグループ, （
15ページ）を参照してください）。

例

Emergency Responder設定で 500ユーザをサポートする場合は、次のライセンスを購入する必要が
あります。

• EmergencyResponderパブリッシャサーバのサーバライセンスを取得するための、Emergency
Responderソフトウェアのコピーを 1つ。

•最大 500人のユーザのユーザライセンス。

• Emergency Responderソフトウェアの 2つのコピーをまとめて注文すると、2つのノードを備
えたサーバグループに対して1つのサーバライセンスを取得できます。EmergencyResponder
ソフトウェアの追加のコピーを個別に注文することによって、既存の Emergency Responder
グループにセカンダリサーバを追加できます。

サーバライセンス

サーバソフトウェアを注文して、サーバグループにある Emergency Responderサーバごとにサー
バライセンスを取得する必要があります。 1つのライセンスファイルに Emergency Responderパ
ブリッシャとサブスクライバの両方のライセンスを含めることができます。または、Emergency
Responderサブスクライバの別個のライセンスファイルを後で Emergency Responderパブリッシャ
にインストールすることができます。パブリッシャサーバのハードウェアまたはラインセンス

MACアドレスを使用して、パブリッシャおよびサブスクライバのライセンスを生成する必要があ
ります。 Emergency ResponderサブスクライバのMACアドレスは使用しないでください。
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ライセンスファイルを開いて表示、変更、または保存しないでください。ライセンスには認

証文字列が含まれているため、ファイルを編集または保存すると、この認証文字列が無効にな

ります。認証文字列が無効な場合、Emergency Responderを機能させるには、新しいライセン
スファイルをインストールする必要があります。

（注）

EmergencyResponderソフトウェアを注文して新しいサーバライセンスを取得するには、次の手順
を実行します。

VMwareをインストールする場合、HOSTNAME=<LicenseMAC>を使用してライセンスファイ
ルを生成してください。

（注）

手順

ステップ 1 ご希望の注文方法で Emergency Responderソフトウェアを注文します。 Emergency Responderソフ
トウェアと一緒に製品認証キー（PAK）を受け取ります。

ステップ 2 https://tools.cisco.com/SWIFT/Licensing/PrivateRegistrationServletに進み、PAKとパブリッシャの
Emergency Responderサーバのハードウェアまたはライセンスメディアアクセスコントロール
（MAC）アドレスを入力して Emergency Responderを登録します。 Emergency Responderサブスク
ライバのライセンスMACアドレスは使用しないでください。
パブリッシャの Emergency ResponderサーバのMACアドレスを取得するには、次の手順を実行し
ます。

a) Cisco Unified OS AdministrationのWebサイトにログインします。
b) [Show] > [Network]の順に進みます。
c) [EthernetDetails]セクションにハードウェアまたはライセンスMACアドレスが表示されます。
処理後、電子メールにテキストファイル形式で添付されたサーバライセンスファイルを受信

します。

ステップ 3 サーバライセンスファイルをローカルサーバに保存して、そのファイルを Emergency Responder
サーバにアップロードできるようにします。

ステップ 4 Emergency Responder Administration Webインターフェイスを使用して、サーバライセンスファイ
ルをアップロードします。サーバライセンスファイルをアップロードする方法の手順について

は、ライセンスファイルのアップロードを参照してください。

ユーザライセンス

ユーザライセンスは通常、プライマリ Emergency Responderサーバにインストールされますが、
ユーザライセンスのインストール先に関係なく、プライマリとセカンダリの両方の Emergency
Responderサーバでユーザライセンスが共有されます。
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サーバグループで常に使用できるユーザライセンス総数は、サーバグループの両方のサーバで

使用できるユーザライセンスの合計です。

追加の Emergency Responderユーザライセンスを取得するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 新規または追加のユーザライセンスを注文します。新規または追加のユーザライセンスごとに

製品認証キー（PAK）を受け取ります。

ステップ 2 https://tools.cisco.com/SWIFT/Licensing/PrivateRegistrationServletに進み、PAKとプライマリEmergency
Responderサーバのハードウェアまたはライセンスメディアアクセスコントロール（MAC）アド
レスを入力して Emergency Responderを登録します。ユーザライセンスがプライマリ Emergency
Responderサーバにインストールされます。 Emergency ResponderサブスクライバのMACアドレ
スは使用しないでください。処理後、電子メールにテキストファイル形式で添付されたユーザ

ライセンスを受信します。

VMwareをインストールする場合、HOSTNAME=<LicenseMAC>を使用してライセンス
ファイルを注文してください。

（注）

ステップ 3 ユーザライセンスファイルをローカルサーバに保存して、そのファイルをプライマリEmergency
Responderサーバにアップロードできるようにします。

ステップ 4 ユーザライセンスファイルをアップロードします。ユーザライセンスのアップロード方法の手

順については、ライセンスファイルのアップロードを参照してください。

Emergency Responderライセンスファイルは、プライマリサーバでのみアップロードで
きます。

（注）

Emergency Responderサーバライセンスには、暗黙的なユーザライセンスは含まれませ
ん。ユーザライセンスは、明示的に購入する必要があります。

（注）

ライセンスファイルを開いて表示、変更、または保存しないでください。ライセンス

には認証文字列が含まれているため、ファイルを編集または保存すると、この認証文字

列が無効になります。認証文字列が無効な場合、Emergency Responderを機能させるに
は、新しいライセンスファイルを取得する必要があります。

（注）

ライセンスファイルのアップロード

Emergency Responder Administration Webインターフェイスを使用して、ライセンスファイルを
Emergency Responderサーバにアップロードできます。パブリッシャサーバを起動して実行して
いる場合、パブリッシャサーバからのみすべてのライセンスファイルをアップロードする必要が

あります。

Emergency Responderライセンスファイルは、プライマリEmergency Responderサーバからのみ
アップロードできます。

（注）

ライセンスファイルをアップロードするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration Webサイトにログインします。

ステップ 2 [System] > [License Manager]の順に選択します。 [License Manager]ページが表示されます。

ステップ 3 [Upload license]をクリックします。 [Upload File]ページが表示されます。

ステップ 4 [Browse...]ボタンを使用して、ローカルシステムからアップロードするライセンスファイルを選
択します。

ステップ 5 [Upload]をクリックします。選択したライセンスファイルが Emergency Responderサーバにアッ
プロードされます。

関連トピック

License Manager

Emergency Responder とネットワーク
次の図に、CiscoEmergencyResponder（EmergencyResponder）をご使用のネットワークに適合させ
る方法を示します。

図 1：Cisco Emergency Responder をご使用のネットワークに適合させる方法

Emergency Responderは、会社のダイヤルプランについて Cisco Unified Communications Managerに
依存しています。緊急コールを Emergency Responderグループに送信するには、このダイヤルプ
ランを変更する必要があります。必要な Cisco Unified Communications Managerの設定の詳細につ
いては、Cisco Unified Communications Managerの設定を参照してください。

電話機を追跡するために、Emergency Responderでは、クラスタに登録されている電話機のリスト
について Cisco Unified Communications Managerに照会します。その後、Emergency Responderで
は、電話機が接続されているポートを判断するためにネットワーク上のスイッチ（Emergency
Responderで指定したスイッチ）に照会します。移動された電話機を識別できるように、Emergency
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Responderでは、日中に定期的にこの追跡を行います。 Emergency Responderのスイッチのセット
アップの詳細については、Emergency Responderスイッチの設定を参照してください。 Emergency
Responderで、ポートおよび電話の設置場所に基づいて正しい PSAPに緊急コールを送信できるよ
うにするためのスイッチポートの設定については、電話機の管理を参照してください。

Ciscoレイヤ 2プロトコルを使用しているCisco IP Phoneの場所を、接続しているスイッチポー
トの検出を使用して特定する場合は、配線プランのマッピングと制御が必要です。ドキュメ

ントの変更を誤ると、Emergency Responderはネットワーク内の電話機の場所を特定できなく
なる可能性があります。配線を変更する場合は、配線プランを更新し、Emergency Responder
設定を更新する必要があります。

（注）

オプションとして、ご使用のネットワークまたはサービスプロバイダーにSMTP電子メールサー
バを設定することもできます。電子メールをオンサイトのアラート（セキュリティ）担当者に送

信するようにEmergencyResponderを設定し、それらの担当者に緊急コールを通知することができ
ます。サーバを電子メールベースのページングサービスとして設定するとそれらの担当者がペー

ジングされます。

最後に、Emergency Responderで緊急コールを現地の Public Safety Answering Point（PSAP）にルー
ティングできるように、サービスプロバイダーのネットワークへの PRIまたは CAMAリンクを
備えたゲートウェイが必要です。

上の図 1は、1つの Cisco Unified Communications Managerクラスタをサポートしている 1つの
EmergencyResponderグループを示しています。UnifiedCMで同一バージョンのソフトウェアを実
行している限り、1つの Emergency Responderグループで複数の Cisco Unified Communications
Managerクラスタをサポートできます。大規模なネットワークでは、複数の Emergency Responder
グループを設置してEmergencyResponderクラスタを作成できます。この設置の詳細については、
Emergency Responderのクラスタおよびグループ, （15ページ）を参照してください。

緊急コールがEmergencyResponderで管理される場合の緊急コールの処理手順の説明については、
緊急コール処理, （10ページ）を参照してください。

関連トピック

Emergency Responderのクラスタおよびグループ, （15ページ）
必要な Cisco Emergency Responderグループの決定, （19ページ）
Emergency Responderの配置, （25ページ）

緊急コール処理

ここでは、緊急コールを処理するために Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）で使
用するプロセスについて説明します。このプロセスを理解すると、EmergencyResponderを正しく
セットアップし、発生した問題のトラブルシューティングを実行することができます。
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次の図は、Emergency Responderで緊急コールをルーティングする方法を示しています。

図 2：Cisco Emergency Responder で緊急コールをルーティングする方法

誰かが内線 3003を使用して緊急コールを発信した場合：

1 Cisco Unified CommunicationsManagerによって、そのコールがEmergency Responderにルーティ
ングされます。

2 Emergency Responderでは、発信者の緊急応答ロケーション（ERL）に設定されているルート
パターンを取得します。コールルーティングの順序については、コールルーティングの順序,
（12ページ）を参照してください。

3 Emergency Responderによって、発信者番号が発信者の ERLに設定されているルートパターン
に変換されます。このルートパターンは、適切な緊急ロケーション識別番号（ELIN）をPublic
Safety Answering Point（PSAP）に渡すために設定されます。 ELINは、緊急の発信者にコール
バックするために PSAPで使用できる電話番号です。

4 デフォルトでは、Emergency Responderによって、発信者の内線とELIN間のマッピングが最大
3時間保存されます。エントリのタイムアウト前にマッピングが後続のコールで上書きされる
場合があります。タイムアウトの設定を3時間よりも長くしたり、短くしたりすることもでき
ます（Group Settingsを参照）。

5 Emergency Responderでは、発信者の ERLに設定されているルートパターンを使用してコール
がルーティングされます。次に、このルートパターンでは、設定されたルートリストを使用

して、緊急コールを適切なサービスプロバイダーのネットワークに送信します。サービスプ

ロバイダーは、自動ロケーション情報（ALI）で ELINを検索し、コールを適切なローカル
PSAPにルーティングします。 PSAPでは、電話コールを受信し、ALIデータベースで ALIを
検索します。

6 同時に、Emergency Responderによって、Webアラートが Emergency Responderユーザに送信さ
れます。さらに、Emergency Responderでは、ERLに割り当てられているオンサイトのアラー
ト（セキュリティ）担当者にコールします。その担当者の電子メールアドレスを設定してい

る場合、EmergencyResponderによって、電子メールも送信されます。そのアドレスが電子メー
ルベースのページングサービス用である場合には、その担当者に電子メールではなく、ページ

が送信されます。
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7 緊急コールが突然切断された場合、PSAPは ELINを使用して緊急の発信者にコールバックで
きます。 ELINのコールは Emergency Responderにルーティングされ、Emergency Responderに
よって、ELINが ELINと関連付けられているキャッシュされた最後の内線に変換されます。
その後、コールがその内線にルーティングされます。

適切なパフォーマンスを確保し、障害点をなくすには、次の内容を確認します。

•緊急コールが正しくルーティングされるようにするためには、発信者の電話機を正しいERL
に割り当てる必要があります。電話機に関連付けられている ERLが正しいかを確認するに
は、ERLデバッグツールを使用します。

•コールの正確なルーティングについて他に考えられる問題としては、ELIN定義があります。
ELINルートパターンを誤ったゲートウェイに割り当てた場合、緊急コールが誤ったネット
ワークにルーティングされる可能性があります。これにより、緊急コールが間違った PSAP
に送信される可能性があります。

サービスプロバイダーと連携して、必要なゲートウェイ数とゲートウェイを接続する場所を

決定します。これらの要件は、ご使用のネットワークトポロジよりもサービスプロバイダー

のネットワークトポロジに基づきます。米国では、緊急コールネットワークは PSTNに直
列に接続するため、PSTNに接続しただけでは、緊急コールは正しくルーティングされませ
ん。

• ALIデータベースの情報が正しくないと、サービスプロバイダーのネットワークでコールが
正しくルーティングされない可能性があります。ALIデータをエクスポートしてそのデータ
をサービスプロバイダーに送信し、ELINまたはロケーションの情報を変更した場合には必
ず ALIデータを再送信します。

• ERLから多数の緊急コールが発信されると、PSAPでは、緊急の発信者に正常にコールバッ
クできない可能性があります。 Emergency Responderでは、ELINから内線へのマッピングが
最大 3時間キャッシュされます。ERLに 2つのELINを定義し、3時間の間に 3つの緊急コー
ルが発信された場合、最初のELINが2回使用されます。つまり、1回目は最初の発信者に、
2回目は 3番目の発信者に使用されます。 PSAPで最初の ELINをコールした場合、PSAPは
最初の発信者ではなく、3番目の発信者に到達します。この問題が発生する可能性は、ELIN
に定義する ELINの数と ERLにおける標準的な緊急コール率で決まります。

コールルーティングの順序

Emergency Responderでは、緊急コールが発信された電話機のロケーションに基づいて緊急コール
を転送します。電話機のロケーションは、優先順位に従って次の方法によって判断されます。

•疑似電話：電話のMACアドレスは、疑似電話のMACアドレスと一致し、テスト用の緊急
応答ロケーション（ERL）に割り当てられます。模擬電話機とテスト ERLのセットアップ
を参照してください。

•スイッチポートの背後で追跡される IP電話：IP電話のMACアドレスは、ERLに割り当て
られているスイッチポートの背後で追跡されます。スイッチポートの設定を参照してくだ

さい。
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• IPサブネットを使用して追跡される IP電話：IP電話の IPアドレスは、ERLに割り当てられ
ている IPサブネットワークに属します。 IPサブネットベースの ERLのセットアップを参照
してください。

•同じ Emergency Responderクラスタにある別（リモート）の Emergency Responderサーバグ
ループによって追跡される IP電話：リモートのサーバグループでは、スイッチポートの背
後で、または IPサブネットで IP電話を追跡します。緊急コールを受信すると、リモートの
Emergency Responderサーバグループで構成される Cisco Unified Communications Managerク
ラスタに緊急コールが転送されます。クラスタ間の電話機の移動を参照してください。

•手動で設定された電話：電話の回線番号は、手動で ERLに割り当てられます。電話機の手
動定義を参照してください。

•位置未確認の電話：IP電話のMACアドレスは、ERLに割り当てられます。位置未確認の電
話機の特定を参照してください。

•デフォルト ERL：上記の基準に当てはまらない場合、デフォルト ERLを使用して電話機の
ロケーションを判断します。コールは、デフォルト ERLにルーティングされます。デフォ
ルト ERLのセットアップを参照してください。

Cisco Unified IP Phoneには、MACまたは IPアドレスの追跡が推奨されます。 IP電話が手動の
回線番号設定によってロケーションに割り当てられた場合でも、MACアドレスまたは IPアド
レスによって追跡されない IP電話は位置未確認の電話として表示されます。

（注）

手動設定電話機は、先頭に+が付く回線番号に基づきEmergencyResponderによってロケーショ
ンに割り当てることができません。 Emergency Responderで回線番号に基づきロケーションを
アナログ電話機に割り当てる場合は、UnifiedCMで先頭に+を付けて回線番号を設定しないで
ください。

（注）

お客様は、[Unlocated Phones]ページから IP電話が削除されることがないように、IP電話がMAC
または IPアドレスによって追跡されない問題を解決するようにしてください（位置未確認の電話
機を参照）。 [Unlocated Phones]ページで ERLを IP電話に直接割り当てることはできますが、そ
の電話機に手動の回線番号設定でロケーションが割り当てられていると、この割り当ては有効に

なりません。 ERLデバッグツールを使用して、[Unlocated Phones]ページに表示される IP電話に
有効な ERL割り当てを決定します。

位置未確認の電話の識別

EmergencyResponderでは、位置未確認の電話機が次のすべての基準を満たすCiscoUnified IP Phone
として定義されます。

• IP電話が、Emergency Responderグループに認識される Cisco Unified Communications Manager
に登録されていること。

• IP電話のMACアドレスがスイッチポートの背後で追跡されていないこと。

• IP電話の IPアドレスが IPサブネットを使用して追跡されていないこと。
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• IP電話のMACアドレスが Emergency Responderで疑似電話として定義されていないこと。

リモートの Emergency Responderサーバグループによって追跡される Cisco Unified IP Phoneと
ERLに手動で回線番号が割り当てられている IP電話機も [Unlocated Phones]画面に表示されま
す。

（注）

位置未確認の電話への ERLの割り当て

Emergency Responderでは、ERLを [Unlocated Phones]画面に表示される IP電話に割り当てる手順
を提供します。この割り当てによって、位置未確認の電話のMACアドレスが管理者によって選
択される ERLに関連付けられます。この関連付けには、次の規則が適用されます。

• [Unlocated Phones]ページでの ERLの IP電話への関連付けによって、IP電話のステータスは
変更されません。つまり、IP電話が上記に説明されているように位置未確認の電話の基準と
一致しているため、IP電話は [Unlocated Phones]ページに表示されたままです。

• ERLの関連付けが使用されるのは、上記の規則を使用して Emergency Responderで決定され
るように IP電話が検出されない場合だけです。

たとえば、電話Aは現在検出されず、[Unlocated Phones]ページに表示されます。位置未確認の電
話にERL割り当て機能を使用して、この電話のERLとしてロケーションAが割り当てられます。
後続の電話の追跡サイクルによって、スイッチポートの背後で電話Aが検出されると、[Unlocated
Phones]ページに電話 Aが表示されなくなります。電話 Aのロケーション Aへの割り当ては無効
になります。関連付けは不変であるため、その後も IP電話の位置が不明である場合でも、その割
り当ては有効です。

CTI アプリケーションのコール転送
CiscoUnityなどのコンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）アプリケーションによっ
て、緊急コールが 911に転送される場合、コールルーティングおよび PSAPレポートで使用され
るロケーションは、元の発信者のロケーションではなく、アプリケーションサーバのロケーショ

ンとなります。これについては、Unified CM 4.2(3)および 4.3、Unified CM 5.1、6.0、および 6.1
で可能であるように、アプリケーションによって元の発信側回線が保持される場合でも引き続き

適用されます。このため、911を直接ダイヤルする必要があります。

関連トピック

E911と Cisco Emergency Responderの用語, （2ページ）
データの整合性および信頼性, （20ページ）
ERL
ELIN番号の緊急コールおよび PSAPコールバック
ゲートウェイおよび PSAP接続のコーリングサーチスペースのセットアップ
ネットワークの準備, （22ページ）
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Emergency Responder のクラスタおよびグループ
ご使用のネットワークに Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）を一対の冗長サーバ
として配置します。 1つのサーバはパブリッシャサーバとして指定し、もう 1つのサーバはサブ
スクライバサーバとして指定します。 Emergency Responderのパブリッシャサーバとサブスクラ
イバサーバの組み合わせは、それぞれ 1つのEmergencyResponderサーバグループを構成します。
サーバグループの設定データは、パブリッシャのデータベースに保存されます。このデータは、

サブスクライバに複製されます。

Emergency Responderクラスタは、正しい緊急コール処理機能を提供するためにデータを共有する
一連の Emergency Responderサーバグループです。 Emergency Responderクラスタ情報は、クラス
タ内のクラスタデータベースと呼ばれる場所に一元的に保存されます。EmergencyResponderサー
バグループは、そのグループがクラスタ内の他のサーバグループと同じクラスタデータベース

を指定している場合、そのクラスタの一部であると見なされます。

Emergency Responderでは、次の 2つの個別のデータベースを使用します。

• 1つのデータベースには、Emergency Responderの設定情報が保存されます。

• 2つ目のデータベースには、Emergency Responderのクラスタ情報が保存されます。

インストール時に、両方のデータベースが各 Emergency Responderサーバに作成されます。ただ
し、クラスタデータは、1つの Emergency Responderサーバにのみ含まれます。

同一のEmergency Responderグループには、バージョンが異なるEmergency Responderを配置で
きません。最新バージョンのEmergencyResponderにアップグレードする場合、両方のEmergency
Responderサーバを同じバージョンにアップグレードするようにしてください。Unified CMに
登録されている電話機がEnergyWisePowerSavePlusモードで設定されている場合は、EnergyWise
が以前のバージョンの Emergency Responderでサポートされていないため、クラスタ内のすべ
ての Emergency Responderサーバグループが Emergency Responder 8.6以降になっている必要が
あります。 Emergency Responder 8.6以降の大規模検出では、EnergyWise Power Save Plusモー
ドの電話機は削除されません。

（注）
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次の図は、CiscoEmergencyResponder（EmergencyResponder）グループを 1つのEmergencyResponder
クラスタに結合する方法を示しています。

図 3：Cisco Emergency Responder グループと Cisco Emergency Responder クラスタ間の関係の概要

この例では、次のようになります。

• 2つの Cisco Unified Communications Managerクラスタ、Unified CMクラスタ Aおよび Unified
CMクラスタ Bがあります。

• Emergency Responderサーバグループ 1と Emergency Responderサーバグループ 2で 1つの
Emergency Responderクラスタが形成されています。

• Emergency Responderサーバグループ 1は Unified CMクラスタ Aをサポートし、Emergency
Responderサーバグループ 2は Unified CMクラスタ Bをサポートしています。

• Cisco ER1パブリッシャのクラスタデータベースに、両方の Emergency Responderサーバグ
ループの Emergency Responderクラスタ情報が保存されます。点線は、Emergency Responder
サーバとクラスタデータベースホストとの通信を示します。

•各 Emergency Responderサーバには、Emergency Responderの設定情報が含まれたデータベー
スがあります。
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EmergencyResponderクラスタ内の電話の追跡が正確に動作するように、クラスタ内のEmergency
Responderサーバがそのホスト名で検出され、その他すべてのEmergencyResponderサーバから
ネットワーク上のクラスタ内の Emergency Responderサーバに到達できるようにする必要があ
ります。

（注）

Emergency Responderサーバグループの設定を設定するときに、[System Administrator Mail ID]
フィールドにシステム管理者の電子メールアカウントを入力した場合、スタンバイサーバに

よってコールが処理されるときに、またはスタンバイサーバがプライマリサーバを継承する

ときに、システム管理者は電子メール通知を受信します。（サーバグループのセットアップ

を参照）。

（注）

EmergencyResponderクラスタの作成を完了するには、クラスタ内トランクとルートパターンを作
成することにより、Emergency Responderグループがグループ間で緊急コールを渡したり（Cisco
Emergency Responderグループ間の通信に対するルートパターンの作成を参照）、Emergency
Responderでこれらのルートパターンを設定したり（サーバのグループテレフォニー設定のセッ
トアップを参照）できるようにする必要があります。

Emergency Responderクラスタの作成前に、Emergency Responderクラスタによってサポートさ
れるすべての Cisco Unified Communications Managerクラスタのダイヤルプランを一意にする
必要があります。たとえば、1つの Cisco Unified Communications Managerクラスタには、内線
2002のみを設定できます。ダイヤルプランが重複している場合は、Emergency Responderクラ
スタを分離しておく必要があります。その場合、これらのCiscoUnifiedCommunicationsManager
クラスタ間の電話機の動的な移動をサポートできません。

注意

E.164ダイヤルプランのユーザは、Cisco Emergency Responderが、先頭の桁として「+」が含
まれる数字列で使用されるようには設計されていないことに注意してください。

注意

電話機のクラスタ

次のシナリオは、Emergency Responderでクラスタ間の電話機の移動を処理する方法について示し
ます。

• Server Group A（SGA）には、SGA以外に移動する電話機（Phone_1）があります。

◦ Emergency Responderは Server Group B（SGB）で Phone_1を検出します。

◦ SGAの [Unlocated Phones]ページに SGBの電話機が表示されます。

• SGBの両方の Emergency Responderサーバ（パブリッシャとサブスクライバ）が停止した後
も、SGAには引き続き SGBの Phone_1が表示されます。
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◦このときに Phone_1から発信されたコールは SGBにリダイレクトされ、Emergency
Responderサーバがその SGB内に存在しない場合、Emergency Responderは同じ手順を
実行してこの緊急コールをルーティングします。

◦また、両方の SGB Emergency Responderサーバが停止している場合、Phone_1は SGB内
の他の電話機と同様に扱われます。

• Phone_1が Server Group C（SGC）に移動した場合：

◦ SGA、SGCの順で次回の増分電話機のトラッキングが実行されると検出されます。

◦ [Unlocated Phones]ページでは、Phone_1から SGCへの関連付けが変更されます。

• Phone_1が元のSGAに移動すると、次回の増分電話機トラッキングで検出され、対応するス
イッチポートの下に表示されます。

Emergency Responderシステムを計画する際には、次のことに留意してください。

• 1つの Emergency Responderグループで、Cisco Unified Communications Managerバージョンが
混在しているクラスタをサポートすることはできません。たとえば、Emergency Responder
は、すべての Cisco Unified Call Manager 4.2クラスタまたはすべての Cisco Unified Call
Manager 5.1をサポートできます。

ただし、Emergency Responderクラスタには、異なるバージョンの
Cisco Unified Communications Managerをサポートする Emergency Responderグループを含める
ことができます。この方法により、Emergency Responderで、テレフォニーネットワーク内
の Cisco Unified Communications Managerバージョンの混在をサポートできます。

• Emergency Responderサーバグループは、バージョン 1.3以降の Emergency Responderサーバ
グループとともに Emergency Responderクラスタを形成できます。

共用回線を使用してCisco Unified IP Phoneから緊急コールを発信すると、コールがクラスタを
介して間違った ERLに終端する可能性があります。

（注）

検出されて ERLに関連付けられている電話機を、同じ Emergency Responderクラスタに属する
別の Emergency Responderサーバグループによって追跡される別のUnified CMクラスタに移動
するには、現在の Emergency Responderサーバグループから ERLの関連付けを削除する必要
があります。現在の Emergency Responderサーバグループから ERLの割り当てを解除するに
は、位置未確認の電話機の特定のステップ 7を参照してください。

（注）

関連トピック

Emergency Responderとネットワーク, （9ページ）
緊急コール処理, （10ページ）
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必要な Cisco Emergency Responder グループの決定
EmergencyResponderの効率的なパフォーマンスを実現するには、EmergencyResponderの配置を計
画する際に各 Emergency Responderグループでサポートできる制限を考慮する必要があります。 1
つの Emergency Responderグループでは、複数の Cisco Unified Communications Managerクラスタを
サポートできますが、1つの Emergency Responderグループでサポートできるのは、1つの
Cisco Unified Communications Managerクラスタだけであることに留意してください。

設定を含む 1つの Emergency Responderグループのキャパシティについては、『Release Notes for
CiscoEmergencyResponder』を参照してください。別の数値に達していなくても、1つの制限に関
して最大数値を満たすことができることに留意してください。たとえば、1,000個のスイッチを
定義できますが、スイッチポートは 30,000個未満です。

追加のグループをインストールすることにより、さらに大規模なネットワークを管理できます。

各 Emergency Responderグループは、1つ以上の Cisco Unified Communications Managerクラスタと
連携できます。

これらのグループごとの制限に加えて、サービスプロバイダーのALIデータベースプロバイダー
の管轄区域も考慮する必要があります。ネットワークが複数のALIデータベースプロバイダーの
管轄区域に拡張されている場合は、ALIフォーマットツール（AFT）を使用して、ALIレコード
を複数の ALIデータベース形式でエクスポートする必要があります。

1つのEmergencyResponderグループで複数のLECをサポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responderからの ALIレコードファイル出力を標準の NENA形式で入手します。この
ファイルには、複数の LECに宛てられたレコードが含まれています。

ステップ 2 必要な ALI形式ごとに元のファイルの 1つのコピーを作成します（LECごとに 1つのコピー）。

ステップ 3 最初の LEC（たとえば、LEC-A）の AFTを使用して、NENA形式のファイルのコピーをロード
し、他の LECに関連付けられているすべての ELINのレコードを削除します。（AFTの使用方法
については、ALIフォーマットツールを参照してください）。削除する情報は、通常、NPA（ま
たはエリアコード）によって識別できます。

ステップ 4 結果として生成されたファイルを、LEC-Aに必要なALI形式で保存し、適宜ファイル名を付けま
す。

ステップ 5 各 LECに対してステップ 3と 4を繰り返します。
各 LECに AFTを使用できない場合、テキストエディタで NENA形式のファイルを編集すること
で、同じ結果をアーカイブできます。

関連トピック

Emergency Responderのクラスタおよびグループ, （15ページ）
Emergency Responderの配置, （25ページ）
ALI送信およびサービスプロバイダーの要件, （23ページ）
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サービスプロバイダー向け ALI情報のエクスポート
ALIフォーマットツール
ALI Formatting Tool

データの整合性および信頼性

ローカル PSAPへの緊急コールの正しいルーティングは、ERL設定に基づきます。ご使用のネッ
トワーク内では、正しい電話機の識別によって、サービスプロバイダーのネットワークへの接続

に使用するゲートウェイが決定されます。サービスプロバイダーのネットワークでは、ルーティ

ングは ELINに基づきます。ELINは、発信者の ALIの検索にも使用されます。そのため、正確
な ELINが緊急コールに割り当てられるように、ERL設定の信頼性を確保する必要があります。

ERL設定の信頼性を維持するために考慮する事項を次に示します。

• ERLは、ポート自体のロケーションではなく、ポートに接続されているデバイスのロケー
ションに基づいてスイッチポートに割り当てられます。したがって、ポートに接続されて

いるワイヤを変更すると（たとえば、2つ以上のポート間でワイヤを切り替えることによっ
て）、ポートに現在接続されているデバイスが実際には別のERLに配置されている可能性が
あります。ポートに割り当てられているERLを変更しない場合、誤ったELINがポートに使
用され、間違った ALIが PSAPに送信されてしまいます。

1つの LANスイッチが別の PSAPによってカバーされる ERLに接続される可能性は低いた
め、通常、この種の変更によって、コールが誤ってルーティングされることはありません。

ただし、送信されたALIは間違っているため、発信者が実際に 4階にいる場合の緊急に対し
てセキュリティスタッフは 3階を調べる可能性があります。

この問題を防止するには、ワイヤリングクローゼットが安全に配置されていることを確認

し、スイッチポート間のワイヤを交換しないようにネットワーキングスタッフに指導しま

す。

•電話機が Emergency Responderによって自動的に追跡されない場合、電話機を移動、追加、
または変更した結果、Emergency Responder設定も更新していることを確認します、このよ
うなタイプの電話機の定義については、電話機の手動定義を参照してください。

スイッチポートのマッピングが変更された場合、電子メールアラートが送信

されます。

（注）

• Emergency Responder 1.2よりも前は、登録された電話機がスイッチポートの背後で検出され
なかった場合、EmergencyResponderによって、[Unlocated Phones]ページに電話機のリストが
表示されます。

Emergency Responder 1.2以降では、これらの電話機は次のように検索されます。

◦登録された電話がスイッチポートの背後で検出されない場合、設定された IPサブネッ
トの 1つで見つけることができます。
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◦登録された電話がスイッチポートの背後で検出されない場合、電話機の IPサブネット
が設定されていない場合、あるいは電話機が疑似電話として設定されていない場合、

Emergency Responderによって、[Unlocated Phones]ページに電話機のリストが表示され
ます。

Emergency Responderでコールルーティングに使用する ERLを決定するには、ERLデ
バッグツールを使用して電話機を検索します。検索によって、この電話機からの緊急

コールのルーティングで使用される現在の ERLと Emergency Responderによってその
ERLが選択された理由がわかります。詳細については、Emergency Responder Admin
Utilityを参照してください。

• Emergency Responderをインストールする際に、パブリッシャサーバ（プライマリ）とパブ
リッシャを指定するサブスクライバサーバ（バックアップ）を設置します。パブリッシャ

サーバおよびサブスクライバサーバは、それぞれ 1つの Cisco Emergency Responderサーバ
グループを構成します。この冗長性は、1つのサーバの障害が緊急コールの発信機能に影響
しないようにするのに役立ちます。別のサブネット上にある、プライマリサーバと物理的

に離れた場所にスタンバイサーバを設置することを検討してください。この分離は、プラ

イマリサーバを設置しているビルの火災、プライマリサーバのホストとなるサブネットと

の接続切断などのような中断から保護することができます。

•スイッチの（たとえば、モジュールの追加や変更による）追加、削除、または更新時に
Emergency Responderの設定が定期的に更新されることを確認します。スイッチを変更した
ら、Emergency Responderでスイッチを表示し、[Locate Switch Ports]をクリックして、スイッ
チ上でスイッチポートおよび電話機更新プロセスを実行します。詳細については、LANス
イッチの指定を参照してください。

未定義のスイッチに接続されている電話機は、EmergencyResponderに位置未確認の電話機と
してリストに表示されます。定義されたスイッチを変更した場合、新しいポート、または変

更されたポートは、ERLの関連付けのないポートになります。新しいスイッチポート、ま
たは追加されたスイッチポートに対して ERLを割り当てる必要があります。ネットワーク
変更に関係する反復的な作業については、EmergencyResponderネットワーク管理者のロール
およびEmergency Responder ERL管理者のロールを参照してください。

• ERL/ALI設定を変更する際には、その情報をエクスポートし、ALIデータベースに含めるた
めにサービスプロバイダーにその情報を送信する必要があります。これにより、緊急コー

ルが正しい PSAPにルーティングされ、PSAPに正しい ALIが提示されるようになります。
詳細については、ERL情報のエクスポートおよびサービスプロバイダー向け ALI情報のエ
クスポートを参照してください。

関連トピック

緊急コール処理, （10ページ）
Emergency Responderのクラスタおよびグループ, （15ページ）
必要な Cisco Emergency Responderグループの決定, （19ページ）
Cisco Emergency Responderユーザの準備
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ネットワークの準備
次のトピックでは、Cisco Emergency Responderを配置する前の、ネットワークの準備に必要な手
順について説明します。

CAMA トランクおよび PRI トランク
緊急コールを処理するには、PRIトランクまたは CAMAトランクを取得してサービスプロバイ
ダーに接続する必要があります。ご使用のサービスプロバイダーでサポートされているトランク

のタイプが 1つだけである可能性があります。サービスプロバイダーに問い合わせて、最適に機
能する接続のタイプを決定します。

次の問題について検討してください。

• PRI：緊急コールにPRI接続を使用する場合、標準電話トラフィックで接続を共有できます。
標準トラフィックにトランクを使用する場合、トランク使用率を監視して、緊急コールの処

理に利用可能な帯域幅が十分にあることを確認します。キャパシティが不十分である場合、

緊急の発信者はコールを発信したときにビジー信号を受け取る可能性があります。キャパシ

ティプランニングが緊急コールの要件に基づいていることを確認します。

PRIトランクを設定する際に、汎用番号（サイトのメイン番号など）ではなく、実際の発信
者番号が送信されるように設定する必要があります。そのように設定しないと、PSAPでは、
予測される ELINが受信されず、緊急コールが正しい PSAPにルーティングされない可能性
があります。

• CAMA：CAMAトランクは、緊急コール専用であり、ほとんどのエリアで使用できます。
CAMAトランクは、標準音声トラフィックによって使用されることはないため、CAMAト
ランクにキャパシティを計画する必要はありません。

サービスプロバイダーと連携して、ご使用のネットワークに必要なトランク数を決定します。た

とえば、一部のサービスプロバイダーでは、10,000台の電話機に対して 2つの CAMAトランク
を使用するガイドラインを採用しています。

また、トランク数は、ローカルPSAPに対するオフィスの分配に応じて異なる可能性があります。
たとえば、ニューヨークとシカゴにオフィスがある場合は、電話機の総数に必要なトランク数が

ニューヨークにだけオフィスがあったとした場合より少なくても、両方の都市にトランクが必要

です。 PSAPのアクセシビリティに基づいたトランクの要件について、緊急コールネットワーク
のレイアウトを把握するサービスプロバイダーによる指示を受けることができます。

関連トピック

ゲートウェイおよび PSAP接続のコーリングサーチスペースのセットアップ
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DID サービスプロバイダー番号
緊急応答ロケーション（ERL）の緊急ロケーション識別番号（ELIN）として使用するために、サー
ビスプロバイダーからダイヤルイン（DID）番号を入手する必要があります。

一般に、ERLごとに少なくとも 1つの一意な番号が必要です。緊急コールは ERLの ELINに基づ
いてローカルPSAPにルーティングされるため、一意のELINがないと、コールが正しくルーティ
ングされません。また、ALIデータベースプロバイダーによって、重複する ELINが含まれてい
る ALIが受け入れられない可能性があります。

ERLごとに複数の ELINが必要になることがあります。 ERLに複数の電話機がある場合、短時間
（3時間未満）の間に ERLから複数の緊急コールが発信される可能性があります。 ERLに ELIN
を 1つだけ割り当てると、各緊急コールにその ELINが再利用されます。したがって、1時間の
間に 4人が緊急コールを発信した場合、PSAPで ELINをコールすると、最後の発信者に接続され
ます。 PSAPでそれよりも前の発信者の 1人に接続しようとする場合に、これが問題となること
があります。

ERLごとに複数の ELINを定義した場合、Emergency Responderでは、すべての ELINが使用され
るまで順にそれらのELINを使用します。その後、それらのELINを順に再利用します。Emergency
Responderでは、ELIN間のリンクと実際の緊急発信者の内線番号が最大3時間まで保持されます。

サービスプロバイダーからそれらのDIDを購入する必要があるため、予算の必要性と正しい発信
者に到達するために PSAPの機能を維持する必要性のバランスを取る必要があります。

取得する DID数は、Emergency Responderで処理できる緊急コール数とは関係しません。
Emergency Responderでは定義した ELINが再利用されるため、すべての緊急コールが処理さ
れ、適切な PSAPにルーティングされます。 ELINの数が影響するのは、PSAPが目的の緊急
の発信者にコールバックする成功率に対してだけです。

（注）

関連トピック

ELIN番号の緊急コールおよび PSAPコールバック
ERLの作成

ALI 送信およびサービスプロバイダーの要件
緊急コールは、緊急の発信者の緊急ロケーション識別番号（ELIN）に基づいて適切なPSAPにルー
ティングされます。緊急コールをルーティングするには、テレフォニーネットワークで、それら

のELINをロケーションにマップする自動ロケーション情報（ALI）が必要です。緊急コールの適
切なルーティングに加え、ALIデータベースによって、PSAP画面に表示されるロケーション情報
も提供され、発信者の特定に役立ちます。

Emergency Responderには、ALIを作成する機能と、サービスプロバイダーに受け入れ可能な各種
形式でALIをエクスポートする機能が含まれています。 ERL/ALI設定を作成した後、ALIデータ
をエクスポートし、そのデータを ALIデータベースプロバイダーに送信する必要があります。
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データの送信方法は、ロケーション間またはサービスプロバイダー間で異なる場合があります。

サービスプロバイダーと連携して、ALIデータの提出に選択できるサービスを決定する必要があ
ります。最低限でも、予測されるデータ形式と必要な転送方法を把握する必要があります。

Emergency Responderには、ALIを自動的に送信する機能はありません。

ご使用のネットワーク全体に Emergency Responderを配置する前に、サービスプロバイダーと
一緒に ALI提出プロセスをテストしてください。サービスプロバイダーと協力して、PSAP
でALIデータを使用してご使用のネットワークに正常にコールバックできることをテストしま
す。各サービスプロバイダーやALIデータベースプロバイダーのALI情報に関する規則は少
し異なります。 Emergency Responderでは、一般的なNENA標準に従ってALIデータを作成で
きますが、ご使用のサービスプロバイダーまたはデータベースプロバイダーにはより厳しい

規則があります。

ヒント

関連トピック

ERL
ERL管理
ERLの作成
ERL情報のエクスポート

スイッチおよび電話機のアップグレード

Emergency Responderの最も強力な機能は、ご使用のネットワークで電話機の追加および移動を自
動的に追跡できることです。ユーザが都市間で電話機を移動しても、この動的な機能により、緊

急コールがローカル PSAPに確実にルーティングされます。これによって、移動、追加、または
変更が簡素化され、電話ネットワークの維持コストを削減することができます。

ただし、Emergency Responderで電話機の移動を自動的に追跡できるのは、特定のタイプの電話
機、および特定のタイプのスイッチポートに接続された電話機の場合だけです。これらの電話機

およびスイッチのリストについては、ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの要件,
（5ページ）を参照してください。

完全な自動化を実現するには、ご使用のスイッチをサポートされているモデルまたはソフトウェ

アバージョンにアップグレードするか、ご使用の電話機をサポートされているモデルと交換して

ください。

関連トピック

Emergency Responderスイッチの設定
電話機の管理
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Emergency Responder 用のスタッフの準備
Emergency Responderは、既存の緊急手順に置き換わるものではありません。それよりむしろ、
Emergency Responderはそれらの手順の強化に使用できるツールです。 Emergency Responderを配
置する前に、EmergencyResponderをどのように手順に適合させるか、およびEmergencyResponder
システムの機能をどのように使用するかを検討してください。

Emergency Responderをどのように使用するかを決定する際に検討する主な内容を次に示します。

•誰かが緊急コールを発信すると、EmergencyResponderによって、割り当てられたオンサイト
のアラート（セキュリティ）担当者（緊急応答チーム）に発信者のロケーションが通知され

ます。この情報の大部分は ERL名です。緊急応答チームと協力して、緊急応答チームが緊
急に対して迅速に応答するのに役立つ ERL命名方法を策定することを検討してください。
検討する内容の種類は、ビルの名前、階数、およびその名前に含まれている理解しやすいそ

の他のロケーション情報です。

• Emergency Responderで 3つのタイプの管理ユーザを定義すると、Emergency Responderシス
テム管理、ネットワーク管理、およびERL管理全体の責任を分割できます。1人でこれらの
作業に必要なスキルおよび知識を持っていることはめったにありません。それらのスキルに

従って Emergency Responder設定の責任を分割することを検討してください。

•緊急コールのルーティングと正確なALIの送信は、まさにサービスプロバイダーに提出する
ALI定義の信頼性とネットワークトポロジの安定性を意味します。 ERL管理者が ALIデー
タを最新の状態にしておく重要性を理解し、ネットワーク管理者が安定したネットワークを

維持する重要性を理解していることを確認してください。データの整合性に関する詳細につ

いては、データの整合性および信頼性, （20ページ）を参照してください。

関連トピック

Emergency Responderオンサイトアラート担当者の準備
Emergency Responder ERL管理者のロール
Emergency Responderネットワーク管理者のロール
Emergency Responderシステム管理者のロール

Emergency Responder の配置
次の各項では、さまざまなネットワークのタイプに応じた配置モデルについて説明します。さら

に大規模で複雑なネットワークを形成するために、次の例を組み合わせ、それらの例をモジュー

ルとして使用できます。
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メインサイトと PSAP での配置
1つの Cisco Unified Communications Managerクラスタで構成される簡易テレフォニーネットワー
クをサポートするには、2つのEmergencyResponderサーバを設置し、1つのサーバをパブリッシャ
として、もう 1つのサーバをパブリッシャを指定するサブスクライバとして設定します。

ローカル PSAPが 1つだけであるため、テレフォニーネットワークのキャパシティプランニング
で複数のゲートウェイが必要になる可能性がある場合でも、サービスプロバイダーのネットワー

クへの必要なゲートウェイは 1つだけです。このゲートウェイを使用するために、すべてのルー
トパターンを設定します。

次の図に、1つの Cisco Unified Communications Managerクラスタを含む単純なテレフォニーネッ
トワークに Emergency Responderを適合させる方法を示します。

図 4：1 つの PSAP がある 1 つのメインサイトでの Cisco Emergency Responder の配置

これらの例をより複雑なネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

•メインサイトと 2つ以上の PSAPでの配置, （27ページ）

•サテライトオフィスがあるメインサイトでの配置, （28ページ）

•複数のサイトをカバーするメインサイトでの配置, （31ページ）

• 2つのメインサイトの配置, （33ページ）

関連トピック

緊急コール処理, （10ページ）
Emergency Responderとネットワーク, （9ページ）
必要な Cisco Emergency Responderグループの決定, （19ページ）
新しいシステムへのインストール

Cisco Unified Communications Managerの設定
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メインサイトと 2 つ以上の PSAP での配置
次の図は、2つ以上の PSAPでカバーされている 1つのメインサイトを含む Emergency Responder
の設定を示します。この例では、1つの Cisco Unified Communications Managerクラスタがあるこ
とを前提とします。複数のクラスタがある場合、設定は論理的に2つのメインサイトの配置, （
33ページ）で説明されている設定と同じです。

図 5：2 つ以上の PSAP がある 1 つのメインサイトでの Cisco Emergency Responder の配置

このタイプのネットワークをサポートするには、2つの Emergency Responderサーバを設置し、1
つのサーバをパブリッシャとして設定して、もう 1つのサーバを、パブリッシャを指定するサブ
スクライバとして設定します。

ロケーションをカバーする PSAPが 2つあるため、サービスプロバイダーのネットワークの別の
部分に接続している複数のゲートウェイが必要になる場合があります。ただし、これは、サービ

スプロバイダーのネットワークのレイアウトによって決まります。つまり、PSAPが、緊急コー
ルをインテリジェントに複数の PSAPにルーティングできる選択ルータに接続される場合、必要
なゲートウェイが 1つだけである可能性があります。サービスプロバイダーと話し合い、ビルの
要件を決定します。この例では、2つのゲートウェイが必要であることが前提です。当然なが
ら、ご使用のテレフォニーネットワークのキャパシティプランニングでは、各リンクに複数の

ゲートウェイが必要な場合があります。

ゲートウェイを設定してサービスプロバイダーのネットワークに正しく接続した後、ゲートウェ

イAを使用するためにビルAのERLで使用されるすべてのルートパターンを設定し、ゲートウェ
イ Bを使用するためにビル Bの ERLで使用されるすべてのルートパターンを設定します。建物
間で電話機を移動すると、Emergency Responderによって、それらの ERLが動的に更新され、緊
急コールが目的のゲートウェイからルーティングされるようになります。
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これらの例を他のネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

•メインサイトと PSAPでの配置, （26ページ）

•サテライトオフィスがあるメインサイトでの配置, （28ページ）

•複数のサイトをカバーするメインサイトでの配置, （31ページ）

• 2つのメインサイトの配置, （33ページ）

関連トピック

緊急コール処理, （10ページ）
Emergency Responderとネットワーク, （9ページ）
必要な Cisco Emergency Responderグループの決定, （19ページ）
新しいシステムへのインストール

Cisco Unified Communications Managerの設定

サテライトオフィスがあるメインサイトでの配置

次の図は、1つのメインサイトに 1つ以上のサテライトオフィスがある場合、つまり、メインサ
イト上の Cisco Unified Communications Managerクラスタからサテライトオフィスの電話機を稼働
する Emergency Responder設定を示します。サテライトオフィスに独自の
Cisco Unified Communications Managerクラスタがある場合には、2つのメインサイトの配置, （33
ページ）を参照してください。

図 6：サテライトオフィスがある 1 つのメインサイトでの Cisco Emergency Responder の配置
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この設定では、オフィス間のWANリンクが故障した場合、サテライトオフィスにいる人々は
Emergency Responderのサポートを使用して緊急コールを発信できません。WANが故障した
場合には、サテライトオフィスのSRSTによって、緊急コールの基本的なサポートが提供され
ます。

注意

このタイプのネットワークをサポートするには、2つの Emergency Responderサーバを設置し、1
つのサーバをパブリッシャとして設定して、もう 1つのサーバを、パブリッシャを指定するサブ
スクライバとして設定します。両方のサーバをメインオフィスに設置します。

ほとんどの場合、メインオフィス（コロンバス）とサテライトオフィス（チリコシー）をカバー

する個別の PSAPがあります。したがって、サービスプロバイダーのネットワークの別の部分
（サービスプロバイダーが異なることもあります）に接続している複数のゲートウェイが必要に

なる場合があります。ただし、これは、サービスプロバイダーのネットワークのレイアウトに

よって決まります。つまり、PSAPに共有スイッチを使用する場合、必要なゲートウェイが1つだ
けである可能性があります。サービスプロバイダーと話し合い、ビルの要件を決定します。こ

の例では、2つのゲートウェイが必要であることが前提です。当然ながら、ご使用のテレフォニー
ネットワークのキャパシティプランニングでは、各リンクに複数のゲートウェイが必要な場合が

あります。

ゲートウェイを設定してサービスプロバイダーのネットワークに正しく接続した後、ゲートウェ

イCOLを使用するためにコロンバスのERLで使用されるすべてのルートパターンを設定し、ゲー
トウェイCHILを使用するためにチリコシーの ERLで使用されるすべてのルートパターンを設定
します。サイト間で電話機を移動すると、Emergency Responderによって、それらの ERLが動的
に更新され、緊急コールが目的のゲートウェイからルーティングされるようになります。

また、SNMPのパフォーマンスをWANリンクのアカウントに合わせなければならない場合があ
ります。 Emergency Responderでは、そこで電話機の移動を追跡するためにリモートサイトのス
イッチの SNMPクエリーを実行する必要があります。SNMPクエリーを正常に実行するために十
分な時間がない、または再試行できない場合には、SNMPタイムアウトの問題が発生する可能性
があります。詳細については、SNMP接続のセットアップを参照してください。

これらの例を他のネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

•メインサイトと PSAPでの配置, （26ページ）

•メインサイトと 2つ以上の PSAPでの配置, （27ページ）

•複数のサイトをカバーするメインサイトでの配置, （31ページ）

• 2つのメインサイトの配置, （33ページ）
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サテライトオフィスの規模が小さく（電話機 50台未満）、Survivable Remote Site Telephony
（SRST）を使用している場合、メインオフィスの Emergency Responderではなく、ローカル
PSAPに対して CAMAトランクが設定されている FXOポートに 911コールを送信するように
リモートオフィスにゲートウェイを設定することで、緊急コールの直接サポートが容易にな

る可能性があります。

ヒント

関連トピック

緊急コール処理, （10ページ）
Emergency Responderとネットワーク, （9ページ）
必要な Cisco Emergency Responderグループの決定, （19ページ）
新しいシステムへのインストール

Cisco Unified Communications Managerの設定
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複数のサイトをカバーするメインサイトでの配置

次の図に、2つ以上のメインサイトに2つ以上のPSAPがあり、さらにサイトごとに1つのUnified
CMクラスタがある Emergency Responderの設定を示します。

図 7：2 つ以上のサイトをカバーする 1 つのメインサイトでの Emergency Responder の配置

このタイプのネットワークをサポートするには、2つの Emergency Responderサーバを設置し、1
つのサーバをパブリッシャとして設定して、もう 1つのサーバを、パブリッシャを指定するサブ
スクライバとして設定します。

ロケーションをカバーする PSAPが 2つあるため、サービスプロバイダーのネットワークの別の
部分に接続している複数のゲートウェイが必要になる場合があります。ただし、これは、サービ

スプロバイダーのネットワークのレイアウトによって決まります。つまり、PSAPが、緊急コー
ルをインテリジェントに複数の PSAPにルーティングできる選択ルータに接続される場合、必要
なゲートウェイが 1つだけである可能性があります。サービスプロバイダーと話し合い、ビルの
要件を決定します。この例では、サイトごとに 1つのゲートウェイが必要であることが前提で
す。当然ながら、ご使用のテレフォニーネットワークのキャパシティプランニングでは、各リ

ンクに複数のゲートウェイが必要な場合があります。

ゲートウェイを設定してサービスプロバイダーのネットワークに正しく接続した後、ローカルサ

イトのゲートウェイを使用するために、サイト Aの ERLで使用されるすべてのルートパターン
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とサイト Bの ERLで使用されるすべてのルートパターンを設定します。建物間で電話機を移動
すると、Emergency Responderによって、それらの ERLが動的に更新され、緊急コールが目的の
ゲートウェイからルーティングされるようになります。

この例では、Emergency Responderが 2つのUnified CMクラスタに接続され、サイト間の電話機の
移動が容易になります。サイト Aおよびサイト Bの Unified CMクラスタで、サイト Aの ERLの
ルートパターンとサイト Bの ERLのルートパターンを設定する必要があります。

EMCC を使用する複数のサイトをカバーする 1 つのサイト
2つのUnified CMクラスタ間でExtensionMobility Cross Cluster（EMCC）を使用すると、Emergency
Responderで 911コールの拡張サポートを提供できるようになります。

図 7：2つ以上のサイトをカバーする 1つのメインサイトでの Emergency Responderの配置, （31
ページ）は、1つのサイトでEmergencyResponderがどのように配置され、各サイトにあるUnified
CMを使用して 2つ以上の各サイトをどのようにカバーするかを示しています。

このシナリオでは、Emergency Responderサーバは EMCCユーザのホームクラスタと Unified CM
の Visitingクラスタの両方で共有されます。 Emergency Responderで処理する場合、911コールが
EMCCにログインしたユーザによって発信されても、Unified CMホームクラスタでは、911コー
ルをユーザの Visitingクラスタに転送するために付属コーリングサーチスペース（CSS）を使用
できません。

その代わりに、両方のクラスタをサポートしている共有 Emergency Responderサーバによって、
ユーザのホームクラスタにある 911コールが処理されます。

これらの例を他のネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

•メインサイトと PSAPでの配置, （26ページ）

•メインサイトと 2つ以上の PSAPでの配置, （27ページ）

•サテライトオフィスがあるメインサイトでの配置, （28ページ）

• 2つのメインサイトの配置, （33ページ）

関連トピック

緊急コール処理, （10ページ）
Emergency Responderとネットワーク, （9ページ）
必要な Cisco Emergency Responderグループの決定, （19ページ）
新しいシステムへのインストール

Cisco Unified Communications Managerの設定
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2 つのメインサイトの配置
次の図は、それぞれが個別の PSAPでカバーされている 2つ（以上）のメインサイトで構成され
ている Emergency Responderを示します。

図 8：2 つのメインサイト内の Cisco Emergency Responder の配置

この例の説明と次の例を組み合わせることで、この例をより複雑な設定に適用させることができ

ます。

•一部のメインサイトにサテライトオフィスがある場合のそれらのオフィスでの Emergency
Responderの配置については、サテライトオフィスがあるメインサイトでの配置, （28ペー
ジ）を参照してください。

1つのメインサイトが複数のPSAPでカバーされている場合のそのサイトでのEmergencyResponder
の配置については、メインサイトと 2つ以上の PSAPでの配置, （27ページ）を参照してくださ
い。このタイプのネットワークをサポートするには、次のことを行います。

•シカゴに 2つの Emergency Responderサーバを設置し、1つのサーバをパブリッシャとして、
もう 1つのサーバをパブリッシャを指定するサブスクライバとして設定します。設置後、シ
カゴの Emergency Responderグループにある Emergency Responderパブリッシャサーバを、ク
ラスタデータベースとして使用するために選択します。 Emergency Responderクラスタおよ
びクラスタ DBホストのセットアップを参照してください。

•ニューヨークに 2つの Emergency Responderサーバを設置し、1つのサーバをパブリッシャと
して、もう 1つのサーバをそのパブリッシャを指定するサブスクライバとして設定します。
設置後、シカゴの Emergency Responderグループにある Emergency Responderパブリッシャ
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サーバを、クラスタデータベースとして使用するために選択します。 Emergency Responder
クラスタおよびクラスタ DBホストのセットアップを参照してください。

ほとんどの場合、メインオフィスをカバーする個別の PSAPがあります。この例では、シカゴと
ニューヨークで異なる PSAPを使用します。サービスプロバイダーのネットワークの別の部分
（別のサービスプロバイダーを使用している場合があります）に接続するには、シカゴとニュー

ヨークにそれぞれ、少なくとも 1つのゲートウェイが必要です。サービスプロバイダーと話し合
い、ビルの要件を決定します。当然ながら、ご使用のテレフォニーネットワークのキャパシティ

プランニングでは、各サイトに複数のゲートウェイが必要な場合があります。

ゲートウェイを設定してサービスプロバイダーのネットワークに正しく接続した後、シカゴの

ERLで使用されるすべてのルートパターンをゲートウェイCHIを使用するように設定し、ニュー
ヨークの ERLで使用されるすべてのルートパターンをゲートウェイ NYCを使用するように設定
します。

シカゴとニューヨーク間で電話機の移動を可能にするには、クラスタ間トランクを設定して、

CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタをリンクし、EmergencyResponderグループ間のルー
トパターンを作成して、Emergency Responderで個別の Emergency Responderグループでカバーさ
れる Cisco Unified Communications Managerクラスタ間のコール転送ができるようにする必要もあ
ります。この状況において Emergency Responderで電話機の移動を処理する方法の詳細について
は、Cisco Emergency Responderグループ間の通信に対するルートパターンの作成を参照してくだ
さい。

サイト間で電話機を移動すると、Emergency Responderによって、それらの ERLが動的に更新さ
れ、緊急コールが目的のゲートウェイからルーティングされるようになります。ただし、WAN
リンクが使用不能になった場合、Emergency Responderでサイト間の電話機の移動を追跡できませ
ん。
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WAN を介したクラスタリングによる 2 つのメインサイトへの配置
次の図は、WANを介したクラスタリング（CoW）による 2つのメインサイトを含む Emergency
Responder構成を示しています。

図 9：WAN を介したクラスタリングによる 2 つのメインサイトへの Cisco Emergency Responder の配置

このタイプのネットワークをサポートするには、各サイトにEmergency Responderサーバを 1つず
つインストールし、一方のサーバをパブリッシャとして、もう一方のサーバをサブスクライバと

して設定します。 ERパブリッシャはプライマリ Unified CM CTI Managerとともに配置し、ERサ
ブスクライバはセカンダリ Unified CM CTI Managerとともに配置する必要があります。

次の制約事項に注意してください。

• ERパブリッシャとERサブスクライバ間で（データレプリケーション用に）少なくとも1.544
Mbpsの帯域幅が利用可能であること

• Unified CMサーバとどちらか一方の ERサーバ間で RTTが 80ミリ秒を超えないこと
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WAN を介した CTI および JTAPI のサポート
「通常の動作でのWANを介した JTAPI」の図に、日常または通常の動作でのWANを介した JTAPI
を示します。

このトポロジでは、プライマリ CTI Managerはサイト 1の Unified CMサブスクライバ上で動作し
ています。サイト 2の Unified CMサブスクライバからの緊急コールは、WANを介した CTIを使
用し、サイト 1のプライマリCTIManagerを経由してサイト 1の ERパブリッシャに到達します。

図 10：通常の動作での WAN を介した JTAPI

「フェールオーバー動作でのWANを介した JTAPI」の図に、フェールオーバー動作でのWANを
介した JTAPIを示します。

Emergency Responderのフェールオーバー動作では、サイト 1のUnified CMサブスクライバからの
緊急コールは、WANを介した JTAPIを使用し、サイト 1の Unified CMサブスクライバで動作し
ているプライマリ CTI Managerを経由して、サイト 2の Emergency Responderサブスクライバに到
達します。

図 11：フェールオーバー動作での WAN を介した JTAPI

Emergency Responderのフェールオーバーでは、ERサブスクライバがプライマリ CTI Managerに
登録します。 Emergency Responderのフォールバックでは、Emergency Responderパブリッシャが
プライマリ CTIManagerに再登録します。 Emergency Responderのフェールオーバーおよびフォー
ルバックには、4～ 5分かかります。この時間は、設定されている CTIポートの数によって異な
る場合があります。

WANを介した CTIとWANを介した JTAPIの両方で、最大 80ミリ秒のラウンドトリップのネッ
トワーク遅延がサポートされます。
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EMCC を使用する 2 つのメインサイトでのクラスタ配置
2つのUnified CMクラスタ間にExtensionMobility Cross Cluster（EMCC）を使用すると、Emergency
Responderによって、911の拡張サポートが提供されます。

図 8：2つのメインサイト内の Cisco Emergency Responderの配置, （33ページ）は、2つ（また
はそれ以上）のメインサイトがあり、各サイトに個別の PSAPがある Emergency Responderの設
定を示します。

このシナリオでは、EMCCに 2つのクラスタを設定する必要があります。 EMCCにログインした
ユーザが 911コールを発信すると、コールはそのユーザのホームクラスタにある Emergency
Responderグループに転送されます。

ユーザのホームクラスタおよびVisitingクラスタにあるEmergencyResponderグループは、Emergency
Responderクラスタを形成します。ホームクラスタにある Emergency Responderグループによっ
て、コールが 2つの Unified CMクラスタ間のクラスタ内トランク（ICT）を経由して Visitingの
Emergency Responderグループにリダイレクトされ、Visitingの Emergency Responderによって、
コールが適切な PSAPにルーティングされます。

このシナリオでは、Unified CMに付属 CSSは設定されません。（注）

これらの例を他のネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

•メインサイトと PSAPでの配置, （26ページ）

•メインサイトと 2つ以上の PSAPでの配置, （27ページ）

•サテライトオフィスがあるメインサイトでの配置, （28ページ）

•複数のサイトをカバーするメインサイトでの配置, （31ページ）

関連トピック

緊急コール処理, （10ページ）
Emergency Responderとネットワーク, （9ページ）
必要な Cisco Emergency Responderグループの決定, （19ページ）
新しいシステムへのインストール

Cisco Unified Communications Managerの設定

ワイドエリアネットワークでのローカルルートグルー

プの設定
ワイドエリアネットワーク（WAN）上で複数のロケーションにまたがって Emergency Responder
と Cisco Unified Communications Managerを配置した場合、Emergency Responderと Cisco Unified
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CommunicationsManager間の接続が故障した状況でもユーザが緊急コールを発信できるようにロー
カルルートグループ（LRG）を設定することを推奨します。

Emergency Responderと Cisco Unified Communications Managerの間に通信障害が発生している間、
次の Emergency Responder機能はサポートされません。

•オンサイトアラート

• Webアラート

•電子メールアラート

• PSAPコールバック

•デバイスモビリティ

デバイスモビリティをサポートするには、あるロケーションから別のロケーションに電話機

を移動する際に 911コールが新しい LRGロケーションにルーティングされるように Cisco
Unified Communications Managerでデバイスモビリティを設定する必要があります。

LRGを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、911緊急コールルーティング用に LRGの
ルートパターンおよびルートポイントを設定します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、LRGのルートパターンを使用して緊急
コールのルートポイントで転送されている接続先のルートポイントを設定します。

ステップ 3 Emergency Responder Administrationで、LRGのルートパターンをデフォルト ERLとして設定しま
す。

関連トピック

緊急コール処理, （10ページ）
Emergency Responderとネットワーク, （9ページ）
必要な Cisco Emergency Responderグループの決定, （19ページ）
新しいシステムへのインストール

Cisco Unified Communications Managerの設定

   Cisco Emergency Responder 9.0 アドミニストレーションガイド
38

Cisco Emergency Responder の計画
ワイドエリアネットワークでのローカルルートグループの設定


	Cisco Emergency Responder の計画
	Enhanced 911（E911）について
	Enhanced 911 の要件の概要
	E911 と Cisco Emergency Responder の用語

	Cisco Emergency Responder について
	機能
	ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの要件
	ライセンス
	ライセンス要件
	サーバ ライセンス
	ユーザ ライセンス
	ライセンス ファイルのアップロード

	Emergency Responder とネットワーク
	緊急コール処理
	コール ルーティングの順序
	CTI アプリケーションのコール転送

	Emergency Responder のクラスタおよびグループ
	電話機のクラスタ
	必要な Cisco Emergency Responder グループの決定
	データの整合性および信頼性

	ネットワークの準備
	CAMA トランクおよび PRI トランク
	DID サービス プロバイダー番号
	ALI 送信およびサービス プロバイダーの要件
	スイッチおよび電話機のアップグレード

	Emergency Responder 用のスタッフの準備
	Emergency Responder の配置
	メイン サイトと PSAP での配置
	メイン サイトと 2 つ以上の PSAP での配置
	サテライト オフィスがあるメイン サイトでの配置
	複数のサイトをカバーするメイン サイトでの配置
	EMCC を使用する複数のサイトをカバーする 1 つのサイト

	2 つのメイン サイトの配置
	WAN を介したクラスタリングによる 2 つのメイン サイトへの配置
	WAN を介した CTI および JTAPI のサポート

	EMCC を使用する 2 つのメイン サイトでのクラスタ配置

	ワイドエリア ネットワークでのローカル ルート グループの設定


